
 
 

 

 

 

 

 慢性の下痢を主な症状とする家畜伝染病「ヨーネ病」は、全国的に感染が確認されています。 

 県内でも令和５年に 17頭、令和６年に 9頭、そして令和７年は７頭が確認されました。 

 本病の定期検査は、乳用牛は２年に１回、肉用繁殖牛は４年に１回行うこととなっています。 

 令和８年度のヨーネ病定期検査日程は下記のとおりです。 

 対象となる農場には事前に日程をご連絡しますので、ご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所長 矢彦沢 小百合 
畜産を取り巻く情勢は、感染症や国際情勢などにより常に変化しています。そうした中でも、地域の実

情に目を向け、日頃から農場と顔の見える関係を築くことが何より重要だと考えています。 

伊那家畜保健衛生所としては、防疫の基本を大切にしながら、現場に寄り添った対応と分かりやすい支

援を心がけ、農家の皆さんが安心して畜産に取り組める環境づくりに努めてまいります。 
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かほだより
長野県伊那家畜保健衛生所 
TEL：0265-72-2782  
Fax：0265-72-2765 
E-mail：inakachiku@pref.nagano.lg.jp 
所在地：伊那市西町 5764 
伊那諏訪家畜畜産物衛生指導協会 
TEL&FAX: 0265-76-8086 
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牛群ドックなどを通じ

て、生産性向上に向け

た取組を推進します。 

★：Ｒ８年度異動職員 

 

各種検査を通じて病気

の予防と衛生管理の向

上を支えていきます。 

牛のヨーネ病定期検査にご協力をお願いします！ 

新体制でスタート！令和８年度の伊那家畜保健衛生所 

★定期検査にあわせて衛生指導協会の助成事

業により牛伝染性リンパ腫（EBL）の抗体検査

が実施可能です。この機会を活用し、農場のリ

スク把握に努めてください。 


